
本時では、正解を求める授業ではなく納得解を求める授業です。「比例とみることができる」児童もいれば「比例とみること

ができない」児童が存在してもかまわないということです。納得解を出させる指導は、なぜそうなのかということを根拠をもって説明できることが大切

です。

①日常生活において、伴って変わる二つの数量を見いだし、
それらの関係に着目し、変化や対応の特徴を表や式、グラ

フを用いて考察し、比例の関係にあるとみることで、問題を解決する見通しを
もつことができる。

②日常生活で、比例の関係を用いて効率的に問題を解決する場面において、比例
の関係についての変化や対応の特徴を問題の解決に生かすことができる。

目指す子供の姿

新学習指導要領の趣旨の実現に向け、今、資質・能力ベイ
スの授業づくりに、積極的にチャレンジすることが求めら
れています。本授業研究会では、教科指導に期待されてい
ることは何かを、参加者と考えていくとともに、一人一人
の教師が自分自身の近未来を描き、自分の目標に向かって
学び続ける場となることを目指しています。
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専門官による指導板書①



【安芸第一小学校の先生方の声】

☆今まで何度も行ってきた授業研究会ですが、齊藤先生がおっし

ゃった”知識の拘泥“に陥った感があります。数学的活動を通

して子供の「見方・考え方」を育てるという型にはまってしま

い、子供の姿がなくなっていました。知識の押し売りにならな

いように目の前の子供たちの姿、この単元、学年末に成長する

姿を思い浮かべ日々実践していきたいと思います。

☆その教科、単元を教えることの意義について、授業づくりをす

る前に考えていきたいです。系統性はもちろんだが、その見

方・考え方を将来どう使っていくのかということを教師が明確

にしておくことが重要であるということを感じました。

授業リフレクション

次回 令和元年○月○○日（○） 教材研究会 13:20から ◯年 「 」

子供の思考に寄り添った学びの場をともにつくりませんか？

表や式、グラフの役割を捉えながら、何を用いて判断していけばよいかを考え、比例の関係を用いて問題解決しようとしてい
たか。

子供たちは領域を超えた見方・考え方を働

かせて問題解決に向かっていることを考え

て、実測データの見方・考え方を考えていか

なくてはいけないと思いました。

自分の中で大切にしたいことを明確にし

て、授業を考えていかなければならないこ

とを学びました。子供ファースト

で、教師は授業をつなぐ役割を

していきたいと思います。

授業リフレクションでは、「子供たちは表の時点で既習の

平均での考えで一定の解を見いだせていたのではないか。

表の時点で一定の解を導き出していた児童にとって、グラフを用いることの

有用性が見いだせていなかったのではないか。また、平均の意味（一週間ごと

の缶の増加の量か、一週間で集まる缶の平均なのか）をもう少し丁寧に問うこ

とで新たな解も見いだせたのではないだろうか。」といったような話合いがなさ

れました。

本単元はC「変化と関係」領域ですが、データを多く

扱っています。そのため、D「データの活用」で育てて

きた見方を使って、この測定値をどのように捉えたらい

いのか、その結果、比例の関係にあるとみていいのかと

いう授業構想にすることが大切です。子供の見方・考え

方をその領域だけのものとせず、領域を超えた見方・考え方を働かせることが

大切です。

数学的活動に取り組む機会を設ける際には、活動の

一連の流れを大切にしながら、どの活動に焦点を当て

て指導するのかを明らかにすることがとても大切です。本時は日常

事象を扱いましたが」、「この事象を算数の問題にしていいのか？算

数で解決できるのか？」といったようなところからまず考えること

が大切です。

主役である子供達の学びをいかに保障する

か。何を子供たちに学んでほしいのかを教

師が明確にもつことが大切だと思いまし

た。

「比例の関係にあるとみる」という考え方を

納得させるのではなく、納得できた児童が

比例の関係にあるとみて考えれば

よいということが分かりました。

次回 令和元年 11月 25日（月） 教材研究会 午後開催 ２年「分数」３年「分数」

指導案とは、頭の中で描いたものを全て書くというものではあり

ません。たくさん紙面上に書いてしまうと、指導案に自由度がなく

なり授業も縛られてきます。頭の中で描いたもののなかから、主張

したいものだけを選択し、必要最小限のものを選んで書くことが大

切です。研究が進むとどんどん指導案等も進化しますが、「学校全体

のものになっているのか」「自動詞的な学びになっているのか」を一

度俯瞰的に見つめ直すことが大切です。研究を推進していくために

は全員の「納得と自立」が必要です。


